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はじめに
持続可能な地域づくりを進めるうえで重要なのは，SDGｓで提起されて

いる課題に取り組むだけではなく，その中から自分たちの地域にあった目標を探

し出して自分事にすること、さらに、こうした課題に取り組む人材を育てる

こと（ESD）です． 地域づくりは人づくり

本報告では，ESD/ユネスコスクール東北コンソーシアムで実践されている「地域

を創る人材育成の教育(ESD)の実践事例」を取り上げます．

2019年度のシンポジウムの成果をもとにまとめました。

・平泉町：世界文化遺産

・大崎市：世界農業遺産

・気仙沼市：震災復興地域・スローシテイー

・只見町:ユネスコ エコパーク



平泉からの声

現場からの議論では「平泉学は、単に世界遺産の価値を学ぶこ

とではなくて，今を生きる全ての町民の方々が，900年前の藤

原氏の繁栄の時代から各時代に生きてきた先人の歩みを知って，

現代に生きる人々の暮らしや生業や自然との関わりとかを再認

識しながら，人口減少が進む数十年後の平泉に向けて，持続可

能な社会づくりを考える」(岩淵教育長）という声に学び，



只見町からの声

「地域を持続させなくてはいけないんです．そうしたら，仕事

がないなら俺が作ってやるっていうような人材を育てなくて，

どうやって私たちの町は生きていけるのかっていうことになり

ます」(斎藤前教育長）という声に励まされて、持続可能な地域

づくりを考える．



１ 持続可能な地域づくり
①SDGｓと持続可能な地域づくり＝地域づくりの目標を

明確にする。

SDGｓの17の目標そのものではなく

自分の地域にあった目標を探し出すこ

とが大切です！

東北地方の多くの地域では、少子高齢化

地方消滅の危機、震災復興が地域づくり

の目標になっています。



②持続可能な地域づくりの目標をどこに置くのか？

➡東北地方の場合～人口減少対策、地域・地方消滅の防止

具体的には、➡定住資本の再生（学校・教育、地域社会、

産業、生活インフラ、地域コミュニテイー）

➡交流人口・関係人口、移住人口、定住人口



③持続可能な地域社会づくりと人材育成（ESD)の役割

人材づくりと地域づくり(定住資本の再生～）

本報告では、学校教育における人材育成から地域づくりへ

➡地域社会と連携した学校教育・社会教育

～人材育成



➃持続可能な地域社会づくりの方法

１）地域テーマを設定する。～地域住民が合意できるテーマ

２）地域ネットワークをつくる。～様々なメンバー構成

(多様なステークホルダー）

３）人材育成の実践を進める。

～学校教育・社会教育・地域教育

～(地域農業の担い手教育、消費者教育）



２ 事例4地域の特徴と実践(1)

地域名 １求心力のあ
る

テーマ

２地域ネットワーク ３地域教育・地域づくりの内容

平泉町

7,408人

(2020年）

ユネスコ
世界文化
遺産

教育委員会＋ ①学校教育・社会教育の

「平泉学」カリキュラム

②全世代型平泉学構想

③交流人口の創出

気仙沼市

61,376人

(2021年）

震災前

74,247人

被災地・
スロー
シ テ イ

―

教育委員会・気

仙沼ESD/RCE

円卓会議

①気仙沼ユネスコスクールスクー

ルESDカリキュラム(防災

教育・海洋教育)

②ESD/RCE円卓会議

③震災復興



２ 事例4地域の特徴と実践(2)

地域名 １求心力のある

テーマ

２地域ネットワーク ３地域教育・地域づくりの内容

大崎地域

127,587

人

（2020年

FAO世界
農業遺産

大崎地域世界農

業遺産推進協議会

① フイールドミュージアム

②農産物等のブランド認証制度

③人材育成

只見町

4,117人

(2020年

ユネスコ・
エコパーク
生物圏保全地域

只見ユネスコエコ

パーク推進協議会

① 「只見学」実践カリキュラム

②山村教育留学

③地域産業づくり





平泉町の地域づくりの特徴

①学校教育・社会教育の

「平泉学」カリキュラム

②全世代型「平泉学」構想⇒地域教育

③交流人口の創出





気仙沼市の地域づくりの特徴

①気仙沼ESDカリキュラム(防災教育・海洋教育)

⇒幼稚園・小学校・中学校・高等学校＝ユネスコスクール

②ESD/RCE円卓会議

学校教育と地域との連携

③震災復興⇒地域振興～産業振興







大崎地域の地域づくりの特徴

①フイールドミュージアム

世界農業遺産の体験ツーリズム

②農産物等のブランド認証制度

米の認証制度（環境保全米＋生き物モニタリング）

③人材育成∼副読本∼公民館活動～農業後継者教育





只見町の地域づくりの特徴

①「只見学」実践カリキュラム⇒ふるさと学習

ユネスコエコパーク学習～海洋教育（山から街

から海へつながる環境学習）

②山村教育留学～交流人口＋関係人口

③地域産業づくり～地域経済の設計⇒ねっか



３地域づくりの事例：世界文化遺産～平泉町

●平泉学を軸にした地域づくり

●平泉学の構成







平泉学①平泉への誇りと愛着を養う！

●地域に詳しい子どもたち

平泉学検定

●将来を担う人材づくり

世界遺産学習～学年別テーマ➡次のスライド



学年別 『平泉学』の学習
学習活動 学年 学習テーマ

ふれる・感じる 幼稚園・
低学年

世界遺産の町・地域を見て歩こう

ふれる・知る 小学校中
学年

世界遺産の町・地域に触れ・知ろう

知る・考える 小学校高
学年

平泉の歴史を知ろう・考えよう

知る 中学校1年 「過去を知る」平泉の歴史・文化を学ぶ

見つめる 中学校2年 「今を見つめる」世界遺産になった平泉を見つめ
る

広げる 中学校3年 『未来に広げる』日本の平泉から世界の平泉へ

『





②来年もこの場所で(幼稚園・保育園

●謡の稽古に励む園児たち
藤原祭りで披露する謡の練習・中尊寺白山神社能舞台

●平泉の文化を肌で感じる
藤原まつりへの参加

●町を歩き、町に触れる。
リンゴ園でのリンゴ狩り体験、毛越寺のあやめ園散策、熊野三
社でのお話、夏越（なごし）のおお祓いの体験





③意欲的に取り組む児童たち(小学生）

●行事を通して郷土を学ぶ
「平泉大文字送り火」の現地確認

●仕事への情熱や誇りを知る
知る・考える学習～地域の産業学習－農業・黄金メロン栽培

◆総合的な学習

平泉小学校＝ロマンタイム

長島小学校＝地域学習





➃ずっとこの町で育ってきた！(中学生）
●古里を発信できる人への成長
1年生：「平泉学」検定

2年生：「文化財現地調査」

3年生：「ガイド体験」

●百見は、一体験にしかず！
写経・座禅体験発掘拓本体験

『郷土・平泉学』

1学年:過去を知る

2学年：今を見つめる

3学年:未来に広げる





⑤魅力あふれる地域を受け継ぐ！

●地域でテーマを考える学習
地域ぐるみ学習

●世代間交流の場
地域住民と小学生との交流 19PTA子供会

●地域の良さを再認識
しめ縄づくり、餅つき、郷土料理はっとづくり

流しそうめん

●地域コミュニテイーの再生へ





⑥学習を通じて地域の価値を共有(生涯学習）

●価値を知る人を増やす
平泉ウオーキング教室(歴史編）

➡平泉文化遺産センター

●美しい自然がある平泉
平泉ウオーキング教室(山野草編）

●地域素材を活用した学習





⑦久遠に輝く平泉の宝

●中学生が東京でアピール活動
修学旅行で平泉のPR

●地域問題を解決するために！
人口減少・少子化問題を自分事にする。

●町の未来を切り開く力！
交流人口・関係人口・定住人口



４おわりに
①地域資源を活用した人材育成を進める教育力にある．それは，平泉の

全世代型「平泉学」、気仙沼市の「防災教育」「海洋教育」軸にした

ESD教育の実践，大崎地域の世界農業遺産の市民教育・消費者教育と学

校教育との連携の学び、只見町の只見愛の「只見学」である．

平泉では世界文化遺産の学びを現代に生かしていく

～平泉学カリキュラム。

②地域の多様な関係機関との地域内ネットワークや地域外ネットワーク

との連携・連帯を行っていることである．

平泉では、寺社や地域の行政区、地域の産業関係者との連携

③課題として、学校教育，社会教育，市民教育，消費者教育などを連携

させた地域の教育力を具体的な地域経済や地域社会の活性化に結び付け

る取り組みが指摘できる。

平泉では、地域学習、地域文化体験学習、専門的な文化財学習など！
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ご清聴ありがとうございました。


